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会 議 録様式３号

会 議 録 川西市総合センター運営審議会
（審議会等名）

事 務 局 生活・人権部 人権推進室 総合センター
（担 当 課） （内線：４５９０）

開 催 日 時 ２００４年３月２２日（月）午前１０時～

開 催 場 所 川西市総合センター １階 視聴覚室

川 西 市 総 合 中川喜代子（会長） 加茂ふく子 （欠席者）

（ ）セ ン タ ー 運 梶田忠勝 角 清子 宮原文雄 副会長

出 営 審 議 会 委 多久和桂子 石川かずみ 奥平 浩

員 松本冨貴子 畑尾卓郎

麻生てい子 村木 修

水畑昭夫 計１１人

席

事 務 局 生活・人権部 総合センター

生活・人権部長（井上） 所長（矢野）

人権推進室長（前中） 主幹（北出）

者 人権・地域教育室長（都築） 所長補佐（宮脇）

人権推進課長（大塚） 主査（安福）

主査（小倉）

計９人

傍 聴 の 可 否 可 ・不可・一部不可 傍聴者数 ０人

傍聴不可・一部

不可の場合はそ

の理由

会 議 次 第 １．開会

２．総合センター運営審議会委員の紹介

３．議事

議題１ 総合センター事業と利用状況について

（２００３年４月～２００４年２月）

議題２ 新年度の総合センターの事業について

議題３ その他

会 議 結 果 審議経過№１のとおり
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ＮＯ．１審 議 経 過

１．開会

総合センター所長あいさつ

出席者確認

（１１名の出席により過半数に達しているので会議の成立を宣言）

２．総合センター運営審議会委員の紹介

各委員を事務局（北出主幹）から紹介

３．議事

議題１ 総合センター事業と利用状況について

（２００３年４月～２００４年２月）

事務局から資料１・２にそって説明（宮脇所長補佐）

（ ）資料１・２・３については市政情報コーナーに掲示

（質疑応答など）

【委 員】 諸講座・教室の参加費用について、どうされていますか。

【事務局】 原則無料です。児童館の教室等では、入場料・交通費・

材料費等については実費を払ってもらっています。

【会 長】 利用件数の２，２０９件は昨年と比較してどの部分が増

えていますか。

【事務局】 センター事業は１，２６１件から１，３４１件へ、その

他が６４９件から８６８件へと増加しています。

【会 長】 両方の部門で増えているのですね。

【委 員】 ストリートミュージックをやっているが、中学生以上の

参加者の状況はいかがですか。

【事務局】 昨年度に引き続き２回目の実施です。彼らの活動の場を

保障するもので、出演者と同じ年代の中高生がほとんど

で、運営も彼らに任せたがマナーも良かった。

【会 長】 若い層をターゲットにしたおもしろい企画ですね。

【委 員】 中学生の学びの内容を教えてほしい。
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ＮＯ．１審 議 経 過

【事務局】 いろんなことをやっていこうと、子どもたちと相談しな

がらすすめている。

【会 長】 いまの子どもはアイコンタクトができない。相手の目を

見て話ができない。特に小学生に対して重点的にやって

ほしい。自分の意見を言える子どもを育てることが大事

です。

【委 員】 人権啓発映画の参加者が少ない。地域で実施しても参加

者は少ない。なにか他の事業と組み合わせて実施したほ

うよいのではないですか。

【事務局】 人権週間の時など、いい映画を上映すると満席になりま

すが、現在のビデオは著作権の問題があるものもあり、

なかなか人を集めるのがむつかしい。

【会 長】 芦屋市では、そこそこの参加者があるのですが、状況を

調べて参考にしてください。

議題２ 新年度の総合センターの運営について

事務局から説明（資料なし）

（質疑応答など）

【委 員】 何か新規の事業はありますか。

【事務局】 ほぼ現状どおりの内容であるが、地域の中学生を引き込

むための事業、福祉との連携による子育て支援事業、高

齢者の介護の講座や和太鼓教室など楽しく交流できる講

座を工夫して実施していきたい。

【会 長】 １７年度は事業効果の少ないものは他へ振り替えること

を考えてほしい。

ロビーに有料でよいから、湯沸かしを置いて、インスタ

ントコーヒーを飲めるように考えてほしい。

【事務局】 そのアイデアは市民懇話会からの意見でもあったが、関

係者の同意を得られず断念した。その代わりとして、夜

、 。間の事業参加者等の利便性を考え 自動販売機を設置した

コーヒーは湯沸かし設備の問題があるが、今後検討する。
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ＮＯ．１審 議 経 過

【委 員】 第三者に外部から事業評価をしてもらうことも大事。

【委 員】 オンブズパーソンは、議会の議決によってもう一度事業

を見直す良い機会になった。

議題３ その他

事務局から資料３について説明（パネルも提示）

（質疑応答など）

【委 員】 落書きはいまだに無くならない。なにをしたらいいのか、

必要な事業は何なのかを考えることが大事 、。

【会 長】 何故落書きをするのか、書いた人の立場になって考え、

その心理状態や背景を分析する必要がある。世の中がお

もしろくない、抑圧された人、自己実現できない人など

いる。放火犯に似て、騒ぎが大きくなるのを待っている

者もいる。

【委 員】 川同協の大会で、部落の人は何か違うのではという偏見

を持っている方がおり、まだまだ垣根があると感じた。


